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 【目的】大動脈瘤を形成、拡大させる因子はいくつか報告されているが、まだ十分には解明されていない。
その中で、大動脈瘤壁内のマクロファージは動脈瘤の形成に重要な役割を担っているといわれている。中膜、
外膜レベルのマクロファージの局在を超常磁性酸化鉄（SPIO）造影剤を用いた核磁気共鳴画像法（MRI）で
評価することを目的とした。 
【方法】待機的に腹部大動脈瘤に対し開腹手術を行う症例を対象とした。手術予定日の 2日前に SPIO造影剤
を投与し、その前後で MRI を撮影した（SPIO 群）。SPIO 造影剤を投与しない群（control 群）も登録した。
手術中に大動脈瘤壁を採取し、SPIO群では採取後 ex vivo MRIを施行した。採取した標本はホルマリンに固
定した後、ヘマトキシリン・エオジン染色、ベルリンブルー染色、免疫組織化学（CD68）、そして、ベルリ
ンブルー染色と免疫組織化学の二重染色で染色し、組織学的に評価した。マクロファージ陽性の症例において、
総マクロファージ数とベルリンブルー染色陽性マクロファージ数をカウントし、その割合を分析した。また、
ベルリンブルー染色陽性面積とベルリンブルー染色陽性マクロファージ数の相関を分析した。さらに、中膜、
外膜レベルのベルリンブルー染色陽性面積とMRIの関心領域の相関を分析した。 
【結果】SPIO 造影 MRI を完遂したのは 15 例であった。control 群は 6 例であった。マクロファージを平均
1個／視野以上認めたものは SPIO群に 7例、control群は全例であり、それぞれ、SPIO(M+)群、control(M+)
群とした。総マクロファージ数は両群に差はなかったが、ベルリンブルー染色陽性マクロファージ数は
SPIO(M+)群で中央値 2個／視野（range: 0－25）、control(M+)群で 0個／視野（range: 0－7）と SPIO(M+)
群で有意に多かった（p < 0.0001）。総マクロファージ数に対するベルリンブルー染色陽性マクロファージの
割合は、SPIO(M+)群で 0.93（IQR: 0.83－0.95）、control(M+)群で 0.03（IQR: 0.026－0.11）と SPIO(M+)
群で有意に大きく（p = 0.0034）、SPIOのマクロファージ内への取り込みが示唆された。また、SPIO(M+)群
のベルリンブルー染色陽性面積とベルリンブルー染色陽性マクロファージ数を分析すると、順位相関係数（τ）
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= 0.58、p < 0.0001と有意な正の相関を認めた。さらに、ベルリンブルー染色陽性面積とMRIの関心領域を
分析した。SPIO 群全体の相関を見ると、マクロファージの存在する瘤壁ではマクロファージの分布と MRI
の T2*強調像の分布間に相関がみられた。in vivo MRIは中膜および外膜を明らかな領域として捉えることが
できず、解析を断念した。 
【結論】SPIOが中膜および外膜のマクロファージに取り込まれることを確認した。これを利用して、中膜お
よび外膜に存在するマクロファージの分布と ex vivo MRIシグナルの有意な相関関係を明らかにし、将来MRI
で瘤壁マクロファージの局在診断が可能であること示した。in vivo MRIへ応用することで瘤拡大因子の解明
や、新たな指標に繋がる可能性がある。 
 
